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長

大
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殿

衆
議
院
議
員
玉
城
デ
ニ
ー
君
提
出
原
発
事
故
・
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ど
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被
災
者
支
援
法
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
玉
城
デ
ニ
ー
君
提
出
原
発
事
故
・
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
庁
が
実
施
し
て
い
る
航
空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
基
づ
き
推
計
し
た
外
部
被
ば
く
線
量
は
、
東
京
電
力

株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
時
と
比
べ
、
大
幅
に
低
減
し
て
お
り
、
各
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
個
人
被

ば
く
線
量
の
測
定
、
福
島
県
が
実
施
し
て
い
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
・
カ
ウ
ン
タ
検
査
及
び
厚
生
労
働
省
等
が
実
施
し
て
い
る
食

品
検
査
等
の
結
果
の
数
値
も
相
当
程
度
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
被
災
者
生
活
支
援
等
施
策
の
推
進
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
」
（
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
で
は
「
避
難
指
示
区

域
以
外
の
地
域
か
ら
新
た
に
避
難
す
る
状
況
に
は
な
く
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
府
に
よ
る
避
難
に
係
る
指
示
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
が
、
居
住
者
等
に
特
に
強
い
健
康
不
安
が
生
じ
た
と
い
え
る
避
難
指
示
区
域
以
外
の
地
域
の
現
在
の
放
射
線
量

等
の
状
況
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
「
被
災
者
が
、
い
ず
れ
の
地
域
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
居
を
定
め
、
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
定
住
支
援
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
地
方
創
生
分
野
の
取
組
な
ど
各
施
策

も
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
必
要
な
施
策
を
行
っ
て
い
く
」
こ
と
と
し
、
ま
た
、
「
そ
の
際
、
福
島
県
の
子
ど
も
の
自
然

一



体
験
活
動
へ
の
支
援
、
就
学
支
援
や
自
立
の
た
め
の
就
業
支
援
な
ど
、
被
災
者
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
き
め
細
や
か
に
、

か
つ
弾
力
的
に
対
応
す
る
よ
う
取
り
組
む
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
基
本
方
針
は
、
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災

し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
趣
旨
に
整
合
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


